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スクイズオフ工法の取扱いについて（通知） 

 
このことについて、水道配水用ポリエチレン管路を断水する場合、下記のとおりの順位で工

法を検討することとしました。 

記 

工法の順位 

(1) 仕切弁にて対象区間を断水する。 

(2) 水道配水用ポリエチレン管用スクイズオフ専用工具を使用する。（別紙①） 

(3) ビニール用圧着機を使用する（φ50 のみ）。（別紙②） 

 

注）1 (2)及び(3)はあくまでも緊急避難的に行う工法であると考えています。 

やむを得ずこの工法で施工する場合は、決められた施工方法を厳守し、細心の注意を

払って施工してください。 

なお、決められた施工方法でも、必ず完全止水されるとは限りません。 

2 圧着部の補強は、金属製の補修バンド、ソケットなどで行ってください。（別紙①、②） 

※圧着部の補強に EF ソケットは使用しないでください。 

3 (3)の工法では、以下の 2 点に注意して施工してください。 

1)圧着機の中央部で行う。 

2)圧着の間隔を 8 ㎜以下にしない（圧着機の開放側で管理する）。 

4 初めて(2)及び(3)の工法で施工する場合は、セキスイ管材テクニックス㈱へ連絡をし、

施工方法の指導を受けるように請負者を指導してください。 

連絡先、専用工具の販売、レンタル等については別紙③のとおりです。 

また、クボタシーアイ㈱などの製品に行う場合も、セキスイ管材テクニックス㈱にて工

法の指導を受けることはできます。 

ただし、現状ではクボタシーアイ㈱などは、スクイズオフ工法を推奨していませんの

で、施工の際は留意してください。 
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